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議長辞職勧告を可決
　６月定例議会は６月９日に始まり、22日まで開
かれました。議長不信任が連続して可決しています
が今回は高塚副議長が提案者、藤本議運委員長が賛
成者で「議長辞職勧告決議」が提案され、討論の末
賛成８、反対３で可決しました。
　引き続き川本議員の提案で桑本始議員が賛成者と

なる「中部広域連合と県後期高齢連合議員の辞任を
求める動議」が提案され、賛成８、反対３でこの動
議も可決しました。
　今の琴浦町議会の現状は議会で繰り広げられる論
戦を見ていただくしか理解する方法がなく、ここに
その事実の要旨を掲載します。

討 論
反対　桑本賢治議員
　指摘された点は当たって
いる。しかし、やめろと合
唱すれば意固地になる。こ
のような進め方はよくない。
　副議長・議運委員長の辞
職勧告決議は重いが追い詰
めると意固地になってやめ
ん。人の目は大事だから反
対する。

賛成　藤本則明議員
　手嶋議長誕生を応援した
ものとして強い反省をしたい。
　特に手嶋議長が議運の決
定をないがしろにする点は
見過ごすことはできない。　
議会が外部からの介入に惑
わされることなく自主的に運
営されるべきで賛成する。

反対　語堂正範議員
　副議長や議運へ相談が全
くなかったとあるが、議長
は副議長、議運にも相談し
ている。全く守られていな
いというのは違うので、反
対する。

賛成　青亀壽宏議員
　小椋議員への回答書にあ
る「要望書」は存在しない
という回答だった。
　これは公文書の偽造・変
造であり、決議は的を得た
提案であり賛成する。

反対　澤田豊秋議員
　立場上反対する。議会運
営は機能していない。残念
で皆さんと同じ気持ちだ。
　議長が受け入れるのがい
いが、そうでなければ正常
な運営に戻していただくべき
だと思い反対する。

賛成　小椋正和議員
　「やめろというから意固地
になる」とは呆れた。議長
は議員を擁護しない。　
　間違っても謝罪しない。
　的確性に欠ける運営が続
いている。これ以上議会の
品位を落としてはならない。

副議長が提案･議運委員長が賛成者

辞職勧告決議
　手嶋議長は、戒告処分を
受け、不信任により多数の
議員の信任を失った。１月
臨時議会で続投を表明した
が、議会運営は不適格で再
度不信任となった。
　手嶋議長は全員協議会で
「反省し、今後は相談して
進める」と宣言したが、全
く守られていない。二元代
表制の議会の機能が失われ
ており、手嶋議長は即刻辞
職すべきだ。

手嶋議長の 
｢一身上の弁明｣

　副議長の提出は前代未聞。
辞職勧告の例は飲酒運転な
ど社会的不祥事などに限ら
れる。
　議長の議会運営が非民主
的など議会内部にかかわる
ものは辞職の対象ではない。
　したがって、法的に問題
なく、辞職勧告を受け入れ
る考えはなく、拒否する。

請願・陳情
件　　　名 提出者 要　　旨 付　託

委員会
委員会
の意見

本 会 議
採択結果

北朝鮮のミサイルに備え
た避難訓練等の実施を求
める陳情

幸福実現党
鳥取県本部代表
菅田千賀子

北朝鮮が発射したミサイルを想定した避難訓練等
を実施するように町長に働きかけること。 総務

趣旨採択
願意は理解で
きる

趣旨採択

〔平成29年６月定例会〕
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両連合議員｢辞職要求」も可決

一般会計補正予算

討 論

討 論

反対　桑本賢治議員
　辞職勧告と一体のもの。次から
次に追いかけても本人は頑張るの
“一点張り”この態度がいいとはい
わないが、いつまでやっても難し
く反対する。

反対　語堂正範議員
　連合議員は、議会で承認を受け
ており、本人がやめないといって
おり私は反対する。

賛成　桑本　始議員
　琴浦町議会はなぜこうなってしまったのか、
９月７日の語堂議員の欠席から懲罰委員会に
なった。
　議長不信任が二つ、非を認めればやめるべき
であり、この件について賛成する。

賛成　青亀壽宏議員
　本人がやめない限りやめさせられないのは法
の不備。手嶋議長が議会を代表してないのは衆
目の一致するところ、これは法律を超えて代表
者として存在が許されないことを示している。
　本人の翻意を期待して議会の立場を明確に
すべきと思い賛成する。

賛成　小椋正和議員
　議長辞職決議が可決した。弁明は弁明では
なく続投の決意表明だ。
　反対議員は議長に的確な助言をすべきだ。
　多数決が議会制民主主義だが、その意味で
も辞職決議に賛成する。

反対　桑本　始議員
　中学生の英語検定の補助は効果
的と答えながら、予算に計上せず、
一年先に伸ばす姿勢は疑問で、補
正予算に反対する。

賛成　桑本賢治議員
　限られた予算の中で、いろんな
個所付けができており、補正予算
に賛成する。

辞職要求決議
　手嶋議長の辞職勧告決議が可決さ
れた。
　辞職勧告を受けた手嶋議長は、琴
浦町議会を代表する連合議員として
不適格であり、即刻両連合議員を辞
職すべきだ。

手嶋議長の ｢一身上の弁明｣
　議長辞職勧告決議を受け入れない
と表明しており、この両連合議員も引
き続き勤め、辞職を受け入れる考えは
なく、拒否する。

　29年度一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ１億4,168万円を追
加し、総額104憶4,068万円となった。賛成7、反対5で可決しました。

農業委員 無記名投票で
　制度改正により初の農業委員の ｢議会同意｣
は無記名投票で行われました。投票の結果は
11名が同意され、２名は同意がされませんで
した。

同意された農業委員【敬称略】

石
賀
　
英
男

伊
藤
　
英
之

川
崎
　
康
晴

久
米
　
繁
好

中
本
　
敏
彦

福
本
　
正
博

福
田
　
昌
治

前
田
　
正
秀

丸
山
　
　
環

三
浦
　
勝
美

村
上
　
　
隆

賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 大

平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

語
堂
　
正
範

藤
本
　
則
明

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

川
本
正
一
郎

小
椋
　
正
和

青
亀
　
壽
宏

前
田
　
智
章

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

手
嶋
　
正
巳

賛
成
反
対

議案第73号　平成29年度琴浦町一般会計補正予算（第１号） 可決 7 5 ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ × 欠 議
議案第85号　農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 不同意 4 6 投票表決 欠 議
議案第87号　農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意 10 2 投票表決 欠 議
議案第93号　農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 不同意 3 9 投票表決 欠 議
議員提出議案第５号　議長辞職勧告決議 可決 8 3 ○ × × × ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―
議員提出議案第６号　議長の鳥取中部ふるさと広域連合議会議員及び
鳥取県後期高齢者医療広域連合議会議員の辞職を求める決議について 可決 8 3 ○ × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

この表に掲載していない議案は全会一致で可決、陳情は全会一致で不採択となりました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長

（※無効票２）

教育委員記事

　前任者の山本浩子氏が退任されたことに伴い、後任として、高力和美氏
（大熊）が教育委員に任命されました。
　任期は、残任期の平成31年10月26日までです。
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委員会の活動
総務常任委員会
　６月20日に委員会を開き、所管の各課から現在取り
組んでいる主な事業と補正予算の内容について説明を
受け、委員が質疑を行った。
　付託議案審議では、請願第３号「地方財政の充実・
強化を求める請願」は全員一致で継続審議となった。
　陳情第２号「北朝鮮のミサイルに備えた避難訓練等
の実施を求める陳情」は、趣旨採択７人不採択１人で
趣旨採択となった。� 委員長　桑本　賢治

農
業
委
員
の
選
任
方
針

　

�

成
美
地
区
は
540
戸
の
対
象
が
あ

り
、
そ
の
内
出
上
地
区
に
は
約
280

戸
あ
る
が
誰
も
い
な
い
。
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
。

　

�

選
考
基
準
は
、
青
年
、
女
性
、
認

定
農
業
者
等
を
考
慮
し
て
決
定
。

集
落
支
援
員
の
配
置

　

�

古
布
庄
、
以
西
は
、
決
ま
っ
た
が
、

上
郷
地
区
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

�

各
地
区
説
明
会
を
実
施
し
て
き
た

が
、
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
あ

れ
ば
、
住
民
の
方
か
ら
手
を
あ
げ

て
欲
し
い
。

日
吉
津
イ
オ
ン
物
産
フ
ェ
ア

　

�

昨
年
ま
で
は
町
主
体
で
実
施
し
て

い
る
よ
う
感
じ
る
。
生
産
者
が

も
っ
と
積
極
的
に
本
気
に
な
る
必

要
が
あ
る
。

　

�

こ
れ
ま
で
も
、
生
産
者
に
呼
び
か

け
て
き
た
が
、
な
か
な
か
時
期
的

な
こ
と
も
あ
り
、
出
展
者
が
少
な

い
、
町
の
産
物
の
ア
ピ
ー
ル
を
考

え
て
き
た
が
、
今
後
は
、
生
産
者

が
本
気
に
な
れ
る
よ
う
な
戦
略
を

練
り
直
す
必
要
が
あ
る
。

QＡQＡQＡ

日吉津イオン物産フェア

教育民生常任委員会
　６月16日に委員会を開催し、各課から説明を受けた。
　議案関係では、社会教育課より町総合体育館耐震対
策工事、町民生活課は、来年度からの国保広域化につ
いて、福祉あんしん課は、町介護保険特別会計補正予
算についての説明があり、委員が質疑し、最後に進学
奨励金一般化対応について協議した。
� 委員長　小椋　正和

進
学
奨
励
金

　

進
学
奨
励
金
は
、
高
校
ま
で
は
所

得
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
一
般
化
さ
れ

て
い
る
が
、
大
学
や
専
門
学
校
に
つ
い

て
は
、
同
和
地
区
在
住
、
又
は
、
同

和
地
区
出
身
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

　

３
月
定
例
議
会
で
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
、全
会
一
致
で「
進
学（
大

学
な
ど
）
奨
励
金
の
一
般
化
を
求
め

る
決
議
」
が
議
決
さ
れ
た
。

　

し
か
し
町
長
か
ら
は
そ
の
後
の
取

組
状
況
の
説
明
も
な
く
、
６
月
定
例

議
会
に
も
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
担
当
す
る
当
委
員
会

と
し
て
は
、
議
長
を
通
じ
て
、
町
長

に
取
り
組
み
状
況
説
明
を
要
求
す
る

事
を
決
定
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
よ
り
町
長
に
申
し

入
れ
、
６
月
20
日
に
全
員
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
町
長
よ
り
、
今
年
度
よ

り
大
学
等
も
一
般
化
す
る
と
表
明
が

あ
っ
た
。

耐震対策工事を着手した町総合体育館

工 事 費：１億9,267万円
完　　成：平成30年３月
工事内容：
①天上改修（アリーナ、武道館）
②�トイレ改修（洋式便器、オ
ストメイト、コインシャ
ワー等）
③�その他（手すり設置、内装
改修、ガラス飛散防止フイ
ルム等）
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林
養
魚
場
（
銀
鮭
）

　

�

赤
碕
漁
協
と
の
関
係
は
ど
う
な
る

の
か
、
雇
用
は
何
人
か
。

　

�

漁
協
と
は
別
。
養
殖
部
門
で
雇
用

は
１
人
、
将
来
的
に
は
10
人
の
構

想
も
あ
る
。

農
業
研
修
宿
泊
施
設 

（
旧
以
西
小
学
校
）

　

�

研
修
制
度
が
な
い
の
に
ハ
コ
モ
ノ

は
逆
で
は
な
い
か
。
募
集
の
と
き

に
研
修
制
度
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

�

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

成
美
団
地
改
修
工
事

　
（
引
越
し
を
促
す
と
の
説
明
に
対
し
）

　

�

引
っ
越
し
た
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
な

い
と
の
声
が
あ
る
が
。

　

�

検
討
し
た
い
。

多
面
的
機
能
の
広
域
化 

（
直
接
支
払
）

　

�

赤
碕
地
区
の
多
面
的
機
能
支
払
の

広
域
化
の
取
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
。

　

�

土
地
改
良
区
と
協
議
し
、
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

QＡQＡQＡQＡ

農林建設常任委員会
　６月19日に委員会を開催し、所管の各課から現在取り組んでいる
主な事業の説明と補正予算の内容について説明を受け、委員から質
問がだされた。
� 委員長　青亀　壽宏

議会基本条例調査特別委員会
　６月議会で ｢議会基本条例調査特別委員会｣ が設置
され、構成が決まりました。未曾有の混乱を引き起こ
した琴浦町議会の自浄作用が図れるかの試金石となり
ます。
�
委員会構成
　委員長　　青亀壽宏
　副委員長　語堂正範
　委員　　　小椋正和、高塚　勝
　　　　　　新藤登子、桑本賢治
　　　　　　澤田豊秋

　当特別委員会では、基本条例の見直しを行い、９月
議会で中間報告、12月議会までに結論を出すことを目
指します。

地盤改良が必要となった成美団地

◆
◆
訃
　
報
◆
◆

　

平
成
29
年
６
月
６
日

　

山
田
義
男
議
員
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
２
月
、
周
囲
に
推

さ
れ
て
、
琴
浦
町
議
会
議
員
に

初
当
選
さ
れ
、
以
来
、
２
期
７

年
有
余
の
歳
月
を
地
方
自
治
の

発
展
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
農
林
建
設
常
任
委

員
長
、
広
報
特
別
副
委
員
長
、

新
庁
舎
特
別
委
員
、
議
会
基
本

条
例
調
査
特
別
委
員
、
地
方
創

生
調
査
特
別
委
員
等
を
歴
任
さ

れ
て
、
町
政
進
展
と
町
民
の
生

活
向
上
の
た
め
、
ま
た
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
身
を
さ

さ
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
山
田
義
男
議
員
の
功

績
と
ご
遺
徳
を
偲
び
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
27
日
に
、
全
議
員
で
構
成
さ

れ
る
当
委
員
会
を
開
催
し
、「
平
成

28
年
度
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
か
か
る
事
業
進
捗
状

況
」
を
執
行
部
か
ら
報
告
を
受
け
、

今
後
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

こ
の
進
捗
状
況
は
209
事
業
に
つ
い

て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
３
月
末
時
点

の
一
覧
表
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

議
会
図
書
室
で
見
る
事
が
で
き
ま
す
。

�

委
員
長　

高
塚　
　

勝

地
方
創
生
特
別
委
員
会

　

４
月
13
日
、
町
の
企
業
誘
致
戦
略

チ
ー
ム
も
同
席
し
、
委
員
会
を
開
催

し
た
。
今
回
は
、「
農
産
物
の
物
流

企
業
」
に
つ
い
て
研
修
し
、
引
き
続

き
商
工
観
光
課
長
か
ら
林
養
魚
場
の

「
ギ
ン
ザ
ケ
」
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　

今
後
委
員
会
で
は
、「
起
業
」
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
た
。

�

委
員
長　

新
藤　

登
子

企
業
誘
致
推
進
特
別
委
員
会
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一 般 質 問

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&
質 問 議 員 質　問　事　項 掲載ページ

桑本　賢治
①「赤崎台場」跡地の活用について
②東伯総合公園（体育館を含む）の整備及び改修について
③八橋地区に駐在所の設置を

7

青亀　壽宏
①就学援助支給制度の改善を
②鳥取県中部地震の教訓を踏まえ耐震住宅リフォーム制度の創設を
③学校給食の完全無料化による子育て支援を

8

澤田　豊秋 ①町長の政治姿勢について 9

高塚　　勝 ①防災について
②案内看板等について 10

新藤　登子 ①「地域の自主防災組織づくり」100％を目指しての取り組み
②「子どもの習い事」の後押しの考えは 11

桑本　　始 ①琴浦町版ワーキングホリデーについて
②小中学生の英語教育と英検検定料の全額補助について 12

大平　高志
①移住定住施策について
②マンホールカード事業の実施について
③予算編成過程の透明化について

13

小椋　正和 ①小・中教員の勤務実態について
②小学校の英語教科化について 14

語堂　正範

①自主防災組織について
②IJUターンの推進について
③開業医誘致制度を策定してはどうか
④外国人技能実習生の支援を行ってはどうか
⑤従業員向けの住宅支援を行ってはどうか

15

※青色のつけてあるテーマについて、本紙で詳しく紹介しております。
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一 般 質 問 一 般 質 問

赤

崎

台

場

「
国
の
史
跡
」
に
指
定
さ
れ
た
「
赤

崎
台
場
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

有
効
活
用
さ
れ
る
の
か
。

山
下
町
長

答
　

情
報
発
信
及
び
普
及
啓
発
を
進
め
、
琴

浦
町
の
海
岸
部
に
点
在
す
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
と
連
携
し
て
活
用
す
る
。

小
林
教
育
長

答
　

指
定
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
講
演

会
、
展
示
会
、
説
明
看
板
設
置
等
、
史
跡

の
保
護
、
活
用
に
努
め
て
い
る
。

　

整
備
を
伴
う
活
用
は「
保
存
活
用
計
画
」

の
策
定
が
必
要
。

調
査
し
た
か

問八
橋
の
茅
町
川
、下
流
周
辺
に「
お
台
場
」

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
調
査
し

た
の
か
。引

き
続
き
調
査

小
林
教
育
長

答
　

八
橋
台
場
は
、
位
置
を
特
定
出
来
な
か
っ

た
が
調
査
を
実
施
す
る
。

総
合
体
育
館
の
改
修

完
成
見
込
み
は

問
　
総
合
体
育
館
の
工
事
は
、
ど
の
部
分
を

改
修
し
、
い
つ
頃
か
ら
使
用
可
能
に
な
る

か
。

　
ま
た
、
総
合
公
園
の
遊
具
設
置
検
討
委

員
会
の
開
催
時
期
、
完
成
見
込
み
。

３
月
を
見
込
む

山
下
町
長

答
　

主
要
な
改
修
は
、
ア
リ
ー
ナ
及
び
武
道

館
、
天
井
改
修
、
ト
イ
レ
改
修
で
あ
り
、

工
期
は
平
成
30
年
３
月
９
日
に
設
定
。

１
月
頃
完
成

小
林
教
育
長

答
　

遊
具
設
置
検
討
委
員
会
を
、
６
月
に
開

催
し
、
遊
具
は
平
成
30
年
１
月
頃
完
成
さ

せ
た
い
。

駐
在
所
の
設
置

駐
在
所
の
設
置
を

問
　
八
橋
警
察
署
移
転
に
伴
い
、
八
橋
地
区

の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

駐
在
所
の
設
置
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、

設
置
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

　

現
時
点
で
県
の
問
題
も
あ
り
、
確
か
な

回
答
は
で
き
な
い
が
、
今
年
度
中
に
候
補

地
を
決
定
し
契
約
ま
で
実
施
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
　問

今
年
度
中
に
で
き
れ
ば

山
下
町
長

答

問 “赤崎台場”跡地の活用を

答 情報発信をする 山下町長
「保存活用計画」の策定が必要 小林教育長 桑本　賢治 議員

赤崎台場跡看板

総合体育館多目的トイレ
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一 般 質 問 一 般 質 問

就

学

援

助

国
の
就
学
援
助
の
制
度
改
善
は
、

補
助
単
価
に
倍
増
と
必
要
な
時
期

に
速
や
か
に
支
給
す
る
入
学
前
支
給
だ

が
、
そ
れ
に
準
じ
た
改
善
を
図
る
べ
き
で

き
な
い
か
。

山
下
町
長

答
　

就
学
援
助
は
、
要
綱
を
定
め
て
実
施
し

て
い
る
。｢

準
用
保
護｣

の
認
定
は
、
教

育
委
員
会
に
諮
ら
れ
て
お
り
整
合
性
は
お

お
む
ね
取
ら
れ
て
い
る
。

小
林
教
育
長

答
　

認
定
を
３
月
に
行
い
、
４
月
１
日
に
通

知
し
、保
護
者
の
口
座
に
支
給
し
て
い
る
。

　

入
学
前
の
支
給
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

入
学
前
に
支
給
で
き
る
よ
う
に
要
綱
を
改

正
し
、
増
額
補
正
で
対
応
す
る
。

　

支
給
単
価
は
、
改
正
さ
れ
た
基
準
に
合

わ
せ
る
よ
う
教
育
委
員
会
に
は
か
る
。

生
保
基
準
の
1.5
倍
に

問
　
「
準
用
保
護｣

の
基
準
を
生
活
保
護
基

準
の
1.5
倍
程
度
の
目
安
に
し
た
も
の
に
し

て
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
証
す
る
体

制
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

1.3
倍
は
変
え
な
い

小
林
教
育
長

答
　

家
庭
の
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
生
活
状

況
を
よ
く
知
っ
て
い
る
民
生
委
員
の
コ
メ

ン
ト
も
あ
り
、
ケ
ー
ス･

バ
イ
ケ
ー
ス
で

対
応
し
て
い
る
。
一
律
に
1.3
を
変
え
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長
の
決
意
は

問
　
貧
困
が
子
育
て
家
庭
に
広
が
っ
て
い
る

中
で
、
就
学
援
助
制
度
は
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

の
よ
う
に
重
要
な
制
度
だ
が
、
財
源
を

握
っ
て
い
る
町
長
の
決
意
は
ど
う
か

配
慮
し
て
い
る
と
自
負

山
下
町
長

答
　

町
は
、
福
祉
・
困
っ
て
い
る
方
に
対
す

る
配
慮
は
し
て
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　

福
祉
と
い
う
視
点
で
困
っ
て
お
ら
れ
る

方
の
立
場
に
立
っ
て
、
一
貫
し
た
施
策
を

打
っ
て
き
た
。

学
校
給
食
の
無
償
化

学
校
給
食
の
給
食
無
償
化

の
考
え
は

問
　
学
校
給
食
の
無
償
化
が
、
少
子
化
対
策

に
も
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
故
郷
へ
の
愛

着
に
つ
な
が
る
が
、
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。

現
状
で
は
困
難

山
下
町
長

答
　

保
護
者
の
負
担
軽
減
は
理
解
で
き
る

が
、
毎
年
７
千
万
円
の
支
出
を
伴
い
、
現

状
で
は
困
難
。

人
口
の
多
い
町
で
も
実
施

問
　
比
較
的
人
口
の
大
き
い
み
ど
り
市
、
太

田
原
市
の
例
も
紹
介
し
た
。
町
の
長
期
展

望
と
し
て
真
剣
な
子
育
て
支
援
と
し
て
ど

う
考
え
る
の
か
。

困
難
で
す

山
下
町
長

答
　

都
合
が
悪
く
な
っ
て
止
め
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
か
。
困
っ
て
い
る
世
帯
に
は
840
万

円
（
就
学
援
助
）
支
援
し
て
い
る
。
国
の

動
向
も
予
見
で
き
な
い
。

　
　問

問 就学援助必要な時に支
給を

答 要綱を定めて実施している 山下町長
入学前に支給する 小林教育長 青亀　壽宏 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
長
の
政
治
姿
勢

町
長
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
て
、
琴

浦
創
生
の
実
現
と
合
わ
せ
て
２
期
目
の
最

終
年
度
を
町
民
と
連
携
・
連
帯
し
て
全
力

で
取
り
組
む
と
述
べ
た
。

　

２
期
８
年
間
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
多

く
の
成
果
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
残
さ
れ

た
課
題
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
の
か
。現

在
の
琴
浦
町
の
大
き
な
課
題

は
、
他
の
市
町
村
と
同
様
、
人
口

減
少
と
公
共
施
設
の
老
朽
化
、
つ
ま
り
地

方
創
生
と
公
共
施
設
の
老
朽
化
だ
と
考
え

て
い
る
。地

域
に
寄
り
添
う
体
制
の

整
備
を

問
　
中
山
間
地
域
は
超
高
齢
化
が
進
み
限
界

集
落
と
言
わ
れ
、
活
力
が
な
く
な
っ
て
き

た
現
状
が
あ
る
。
そ
う
い
う
地
域
に
寄
り

添
う
体
制
の
整
備
が
必
要
と
思
う
が
、
町

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

山
下
町
長

答
　

個
々
の
取
り
組
み
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
て
大
き
な
総
合
力
に
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
琴
の
浦
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ワ
ー
ク
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。

命
と
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ

る
町
政
を

問
　
町
長
は
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
中
で
、
人
権
の
大
切
さ
を

く
言
わ
れ
ま
す
。

　
命
と
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
る
町
政
を
続

け
て
欲
し
い
と
思
う
が
、
決
意
を
聞
く
。

さ
ら
な
る
充
実
を

山
下
町
長

答
　

あ
ら
ゆ
る
人
権
と
い
う
こ
と
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
取
り
組
み
を

行
い
、
充
実
に
向
け
て
取
り
組
む
。

老
朽
化
し
た
施
設
の
方
向

性
を
早
く

問
　
公
共
施
設
の
老
朽
化
の
中
で
、例
え
ば
、

ふ
な
の
え
子
ど
も
園
も
そ
う
だ
が
、
老
朽

化
し
た
施
設
の
方
向
性
を
早
く
示
す
べ
き

と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
考
え
る

山
下
町
長

答
　

新
た
な
こ
ど
も
園
を
暗
に
伝
え
て
い

る
が
、
財
政
的
な
こ
と
も
あ
り
、
慎
重
な

検
討
を
積
み
上
げ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
考
え
て
い
く
。

課
題
解
決
に
向
け
た
今
後

の
考
え
は

問
　
課
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、「
第
２
次

総
合
計
画
」
あ
る
い
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
し
っ
か
り
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
で
検
証
し
、取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

そ
こ
で
、そ
う
し
た
課
題
解
決
に
向
け
て
、

今
後
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

引
き
続
き
挑
戦
は
必
要

山
下
町
長

答
　

総
合
計
画
が
で
き
、
創
世
総
合
戦
略
と

有
機
的
に
車
の
両
輪
と
し
て
や
っ
て
い
く
。

　

計
画
を
作
っ
た
わ
け
で
、
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

な
こ
と
だ
。

　
　問答

問 残された課題は何か

答 人口減少と施設の老朽
化だ 山下町長澤田　豊秋 議員

人口ビジョングラフ
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一 般 質 問 一 般 質 問

防

災

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
す
る
可
能

性
が
あ
る
時
、
町
民
の
と
る
べ
き

行
動
の
周
知
は
。

山
下
町
長

答
　

町
の
防
災
無
線
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
と
連
動
し
て
お
り
、
瞬
時
に
避
難

を
呼
び
か
け
る
。
広
報
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
し
て
い
る
。

小
林
教
育
長

答
　

児
童
生
徒
、
教
職
員
の
人
命
保
護
を
最

優
先
に
、
関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
て
対

応
し
て
い
る
。

避
難
訓
練
も
す
べ
き

問
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
報
だ
け
で
は
不

充
分
、
町
報
で
も
広
報
す
べ
き
で
は
。
ま

た
、
避
難
訓
練
も
お
こ
な
う
べ
き
で
は
。

町
報
で
広
報
、
訓
練
も
検
討

山
下
町
長

答
　

着
弾
時
の
対
応
は
町
報
で
も
広
報
す

る
、
又
、
訓
練
も
検
討
す
る
。

訓
練
を
し
て
い
る

小
林
教
育
長

答
　

窓
ガ
ラ
ス
の
近
く
か
ら
逃
げ
な
さ
い
。

な
ど
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

防
災
士
取
得
費
用
助
成
を
。

問
　
防
災
時
、
家
庭
、
地
域
や
職
場
で
の
対

応
や
活
動
が
出
来
る
た
め
「
防
災
士
」
と

い
う
資
格
が
あ
る
、
取
得
費
用
の
全
額
を

助
成
し
、
取
得
を
奨
励
す
べ
き
で
は
。

取
得
希
望
が
あ
れ
ば
対
応
す
る

山
下
町
長

答
　

今
年
度
、
町
は
５
名
の
取
得
予
算
を
計

上
し
て
い
る
が
、
取
得
希
望
者
が
増
え
れ

ば
増
額
し
て
対
応
す
る
。

案

内

看

板

検
討
委
員
会
設
置
を

問
　
道
路
標
識
、
行
先
表
示
、
交
差
点
名
、

外
国
語
表
示
、
主
要
施
設
表
示
、
集
落
表

示
な
ど
に
未
設
置
や
誤
表
示
、
内
容
不
備

が
多
数
あ
る
。検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

町
内
全
域
の
案
内
看
板
等
の
見
直
し
を
計

る
べ
き
で
は
。

検
討
会
は
必
要
と
思
う

山
下
町
長

答
　

先
ず
は
、
誤
表
示
、
内
容
の
不
備
に
つ

い
て
は
、
点
検
を
行
い
修
正
す
る
。
検
討

会
は
必
要
と
思
う
。

　
　問

問 ミサイル落下時対応は

答 防災無線で対応　　　山下町長
町と情報共有し対応　小林教育長高塚　勝 議員

案内看板がない本庁舎前

防災士チラシ ミサイルのチラシ
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一 般 質 問 一 般 質 問

自
主
防
災
組
織

住
民
同
士
の
助
け
合
い
精
神
に
基

づ
き
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行

い
、
被
害
の
防
止
や
軽
減
を
図
る
「
自
主

防
災
組
織
」の
結
成
、拡
大
が
急
が
れ
る
。

ま
た
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
が
不
足
し
て

い
る
。

　
「
地
域
の
自
主
防
災
組
織
」
の
現
状
と

あ
る
べ
き
状
態
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

山
下
町
長

答
　

自
主
防
災
組
織
結
成
状
況
は
、
五
月
末

時
点
で
36
組
織
、
組
織
率
は
28
・
２
％
、

地
域
全
体
で
災
害
対
応
は
自
分
自
身
の
問

題
と
捉
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
人
材
を
発
掘
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

防
災
士
の
要
請
を

問
　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
を
安
全

に
避
難
さ
せ
る
「
自
主
防
災
組
織
」
が

100
％
に
な
る
こ
と
を
願
う
。
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
防
災
士
を
要
請
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
今
年
度
予
定
し
て
い
る

５
名
の
防
災
士
を
も
っ
と
増
や
し
て
は
。

５
名
に
こ
だ
わ
ら
な
い

山
下
町
長

答
　

防
災
士
養
成
は
５
名
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。

　

募
集
を
し
て
15
人
で
も
20
人
で
も
対
応

す
る
。子

ど
も
の
習
い
事

塾
に
助
成
制
度
を
設
け
て
は

問
　
塾
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
通
う
費
用
の
助

成
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
子
化
対
策
も

視
野
に
子
育
て
世
代
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

　
塾
に
通
わ
せ
る
余
裕
が
な
い
子
ど
も
に

学
習
の
機
会
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
町
独

自
で
助
成
制
度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

助
成
は
困
難

山
下
町
長

答
　

町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
浦
安
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
、
モ
デ
ル
的
に
学
習
支
援
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
事
業
拡
大
を

考
え
て
い
る
。

　

塾
や
民
間
の
教
室
に
対
す
る
助
成
は
困

難
で
あ
る
。

平
等
に
支
援
を

問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
な

い
子
ど
も
た
ち
に
も
平
等
に
支
援
す
る
考

え
は
な
い
か
。

す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断

山
下
町
長

答
　

税
金
を
そ
こ
に
投
入
す
る
こ
と
の
合
理

性
、
適
格
性
を
考
え
た
と
き
に
、
す
べ
き

こ
と
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　問

問 自主防災組織の拡大を
目指して

答 人材発掘が必要
 山下町長新藤　登子 議員

自主防災組織構成イメージ図

剣道スポーツ少年団
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一 般 質 問 一 般 質 問

移
住
定
住
施
策

鳥
取
市
は
市
版
ワ
ー
ホ
リ
（
ス
ト

レ
ス
フ
リ
ー
を
前
面
に
Ｐ
Ｒ
動
画

の
公
開
に
よ
り
、
関
東
方
面
を
中
心
に
情

報
発
信
、
お
試
し
移
住
で
魅
力
を
体
験
）

を
目
玉
と
し
て
い
る
。

　
琴
浦
町
版
ワ
ー
ホ
リ
を
創
設
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

山
下
町
長

答
　

県
が
総
務
省
か
ら
委
託
を
受
け
、
県
版

「
と
っ
と
り
暮
ら
し
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
」
を
実
施
し
て
お
り
町
も
そ
れ
に
参

画
、
事
業
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

県
版
ワ
ー
ホ
リ
を
受
け
入

れ
る
の
か

問
　
総
務
省
の
県
版
ワ
ー
ホ
リ
は
、
自
治
体

が
学
生
の
仕
事
先
と
な
る
農
家
や
企
業
、

宿
泊
場
所
を
確
保
し
、
地
元
住
民
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
先
進
的
に
取
り
組
む

自
治
体
に
対
し
て
費
用
を
助
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
わ
が
町
は
受
け
入
れ

る
の
か
。

県
版
と
連
携
し
て
取
り
組
む

山
下
町
長

答
　

琴
浦
町
か
ら
も
一
つ
の
企
業
が
働
く
場

の
提
供
を
登
録
し
て
い
る
。
即
座
に
移
住

へ
繋
が
る
こ
と
は
期
待
で
き
る
条
件
で
は

な
い
が
、
学
生
に
と
っ
て
琴
浦
町
が
移
住

の
候
補
地
の
一
つ
に
な
れ
る
よ
う
県
と
連

携
し
て
取
り
組
む
。

英
語
教
科
実
施

英
語
教
科
化
実
施
方
針
は

問
　
小
学
校
で
の
２
０
２
０
年
の
英
語
教
科

化
に
つ
い
て
、
先
行
実
施
の
方
針
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

準
備
委
員
会
等
で
検
討

小
林
教
育
長

答
　

臨
時
校
長
会
や
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
英
語
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
に
加
え
、
ど
の
よ

う
に
し
て
英
語
の
時
間
を
生
み
出
し
、
ど

こ
ま
で
の
内
容
を
行
う
か
を
決
定
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
教
員
の
英
語
指
導
力
の

課
題
も
あ
り
、
県
教
委
と
連
携
し
て
研
修

を
進
め
て
い
き
た
い
。

英
語
教
員
の
英
語
レ
ベ
ル
は

問
　
鳥
取
県
は
学
校
教
員
の
英
検
準
１
級
程

度
の
英
語
力
の
割
合
が
全
国
平
均
よ
り
低

く
、
教
員
の
英
語
力
の
確
保
、
強
化
が
必

要
だ
。
文
科
省
は
、
中
学
校
で
は
50
％
、

県
教
委
の
教
育
大
綱
は
65
％
と
政
府
よ
り

高
く
定
め
て
い
る
が
、
わ
が
町
の
英
語
教

員
の
レ
ベ
ル
は
。

英
語
教
育
の
レ
ベ
ル
は
標
準
的

小
林
教
育
長

答
　

本
町
の
中
学
校
教
員
の
英
語
の
レ
ベ
ル

は
、
標
準
的
。

　

小
学
校
で
英
語
を
学
習
し
た
児
童
が
中

学
に
入
り
、
高
い
レ
ベ
ル
の
授
業
が
求
め

ら
れ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
も
図
り
、
高
い
英

語
指
導
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

補
助
す
る
気
が
あ
る
か

問
　
小
・
中
学
校
の
英
語
検
定
の
補
助
を
す

る
気
が
あ
る
の
か
。

近
隣
の
状
況
を
見
て
検
討

山
下
町
長

答
　

英
検
の
補
助
対
象
者
、
範
囲
、
取
り
扱

い
方
法
な
ど
、
近
隣
市
町
の
状
況
等
を
見

て
検
討
す
る
。

　
　問

問 移住定住促進
町版ワーホリ（暮らし体験）創設を

答 検討していきたい
 山下町長 桑本　始 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

移
住
定
住
施
策

中
山
間
の
人
口
対
策
は
喫
緊
の
課

題
だ
が
、
町
は
相
反
す
る
施
策
を

推
進
し
て
い
る
。
例
え
ば
特
定
の
団
地
へ

の
補
助
制
度
だ
が
利
用
者
の
多
く
は
単
に

町
内
間
で
住
所
を
移
転
し
て
い
る
状
況
だ
。

　
制
度
の
一
般
化
な
ど
、見
直
し
が
必
要
、

そ
こ
で
新
築
資
金
補
助
制
度
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
の
復
活
な
ど
す
る
気
は
な

い
か
。

山
下
町
長

答
　

新
築
住
宅
は
固
定
資
産
税
の
減
免
が
あ

り
、移
住
者
に
は
移
住
定
住
促
進
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
し
て
い
る
。

　

中
山
間
地
は
、
人
口
減
少
率
が
高
く
深

刻
な
問
題
だ
。
就
農
移
住
の
促
進
や
若
者

定
住
等
に
よ
る
集
落
活
動
総
合
対
策
事
業

に
よ
り
移
住
を
引
き
続
き
促
進
し
た
い
。

決
意
を
施
策
で
示
せ

問
　
中
山
間
地
の
振
興
で
は
、
い
ろ
い
ろ
施

策
を
打
た
れ
る
、
裏
返
せ
ば
、
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
だ
。

　
で
あ
れ
ば
、
場
所
を
問
わ
ず
新
築
の
補

助
と
か
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
取
り
組
ん

で
、
人
口
を
増
や
す
、
長
く
定
住
し
て
も

ら
う
、
そ
う
言
う
決
意
を
施
策
で
示
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い

山
下
町
長

答
　

問
題
意
識
は
持
っ
て
い
る
が
、
き
ら
り

団
地
は
、
平
成
35
年
度
ま
で
に
全
部
処
分

を
し
な
い
と
町
が
買
い
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

予
算
編
成
過
程
の
透
明
化

透
明
化
へ
の
取
り
組
み
は

問
　
予
算
の
作
成
に
当
た
り
、
総
合
計
画
及

び
前
年
度
決
算
、
議
会
で
の
議
論
、
町
民

要
望
な
ど
が
関
連
づ
け
さ
れ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
当
初
予
算
編
成
に
当
た
り
、
各

課
か
ら
の
要
求
を
一
般
公
開
す
る
等
、
透

明
化
を
高
め
る
取
り
組
み
を
し
な
い
か
。

研
究
を
し
た
い

山
下
町
長

答
　

予
算
編
成
過
程
か
ら
の
公
開
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
事
業
説
明
書
は
、
当
初
予
算

の
概
要
と
合
わ
せ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
財

政
状
況
の
公
表
に
努
め
て
い
る
。

　

査
定
は
未
定
の
状
況
で
、
公
表
す
る
こ

と
で
各
制
度
利
用
者
の
混
乱
を
招
き
か
ね

な
い
か
懸
念
し
て
お
り
、
今
後
は
調
査
研

究
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

部
落
解
放
同
盟
と
懇
談
と
は

問
　
４
月
の
月
例
報
告
の
資
料
で
、11
月
末
、

部
落
解
放
同
盟
町
協
議
会
と
懇
談
、
そ
れ

か
ら
議
会
に
報
告
と
あ
る
。

　
議
会
と
意
見
交
換
を
す
る
前
に
協
議
会

と
懇
談
と
は
ど
う
関
連
づ
け
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
も

山
下
町
長

答
　

過
程
の
中
で
、
特
定
の
団
体
と
い
ろ
ん
な

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
は
あ
る
、
そ
う
い

う
形
を
と
り
な
が
ら
予
算
編
成
を
し
て
い

る
。

議
論
が
活
発
に
な
る

問
　
査
定
で
ど
う
い
う
物
が
切
ら
れ
た
の

か
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
事
で
、
議
論

が
活
発
に
な
る
と
思
う
が
。

考
え
て
い
な
い

山
下
町
長

答
　

町
と
し
て
は
、
予
算
を
編
成
す
る
過
程

を
小
刻
み
に
情
報
公
開
す
る
こ
と
は
今
の

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　問

問 住宅リフォーム助成の復
活を

答 移住者には支援を
 山下町長大平　高志 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

小
中
教
員
の
勤
務
実
態

全
国
的
に
学
校
教
員
の
長
時
間
労

働
の
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
の
実
態
は
ど
う
か
。

山
下
町
長

答
　

長
時
間
労
働
の
実
態
が
あ
る
事
は
認
識

し
て
い
る
。

小
林
教
育
長

答
　

長
時
間
労
働
の
傾
向
が
あ
り
、
看
過
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。

長
時
間
労
働
へ
の
対
応

問
　
長
時
間
労
働
に
対
し
て
ど
の
様
な
対
応

や
指
導
を 

し
て
い
る
か
。

シ
ス
テ
ム
を
導
入

小
林
教
育
長

答
　

来
年
度
よ
り
県
下
一
斉
に
、
学
校
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
。
教
員
の

業
務
を
シ
ス
テ
ム
化
、
効
率
化
を
図
り
多

忙
化
・
長
時
間
労
働
の
解
消
に
な
る
と
考

え
る
。

部
活
指
導
の
負
担
軽
減
策
は

問
　
中
学
校
の
部
活
指
導
の
負
担
軽
減
策
、

部
活
指
導
員
の
普
及
の
考
え
は
。

負
担
軽
減
を
図
る

山
下
町
長

答
　

社
会
体
育
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
地
域
人
材
を
活
用
し
、
部
活
動
の
負

担
軽
減
を
図
る
。

状
況
を
見
て
検
討

小
林
教
育
長

答
　

部
活
動
指
導
員
の
導
入
は
、
県
、
他
町

の 

状
況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

道
徳
教
科
化
へ
の
対
応
は

問
　
来
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
道
徳
の
教
科

化
に
よ
る
教
員
の
負
担
増
へ
の
対
応
は
。

業
務
全
体
で
軽
減

小
林
教
育
長

答
　

道
徳
に
特
化
す
る
こ
と
な
く
、
業
務
全

体
の
負
担
軽
減
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
。

長
時
間
労
働
の
実
態
は

問
　
役
場
の
長
時
間
労
働
の
実
態
は
ど
う
か
。

就
業
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

山
下
町
長

答
　

就
業
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

管
理
、
改
善
指
導
を
行
な
い
、
長
時
間
労

働
の
解
消
、
体
調
管
理
を
図
っ
て
い
る
。

小
中
校
の
英
語
教
科
化
に
つ
い
て

英
語
教
科
化
の
対
応
は

問
　
英
語
教
科
化
に
向
け
た
今
後
の
対
応
は
。

必
要
で
あ
れ
ば
整
備

山
下
町
長

答
　

新
た
な
教
育
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
れ

ば
、
そ
の
整
備
に
努
め
る
。

慣
れ
親
し
む
環
境
を

小
林
教
育
長

答
　

来
年
度
か
ら
先
行
実
施
と
し
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
指
導
力
の
向
上
環
境
整
備
に

努
め
る
。
小
学
生
全
て
が
英
語
に
慣
れ
親

し
む
環
境
を
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

　
　問

問 長時間労働の実態は

答 実態があると認識している 山下町長
看過できない状況 小林教育長 小椋　正和 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
の
設

置
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
下
町
長

答
　

今
の
情
勢
を
総
合
的
に
考
え
た
場
合
、

や
は
り
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の

作
成
は

問
　
政
府
は
全
国
の
自
治
体
に
、
災
害
時
要

援
護
者
名
簿
の
作
成
、
避
難
支
援
の
取
り

組
み
や
方
針
の
策
定
を
呼
び
か
け
て
い
る

が
、
町
で
は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

で
き
て
い
な
い

遠
藤
課
長

答
　

総
務
課
の
方
で
は
で
き
て
い
な
い
。

武
力
攻
撃
へ
の
防
災
は

問
　
自
主
防
災
組
織
育
成
要
領
の
第
３
条
に

は
、
地
震
、
風
水
害
、
火
災
、
武
力
攻
撃

へ
の
防
災
の
た
め
に
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
武
力
攻
撃
も
防
災
の
観
点
で
議
論
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

不
安
で
い
っ
ぱ
い

山
下
町
長

答
　

実
際
に
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
。

　

短
時
間
の
う
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、

う
ま
く
機
能
す
る
の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。
対
応
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。

ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
よ
い

の
か

問
　
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
避
難
場
所
と
し
て

地
下
が
通
常
考
え
ら
れ
る
が
、
琴
浦
町
に

は
ほ
ぼ
な
い
中
で
、
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば

よ
い
の
か
。

頑
丈
な
家

山
下
町
長

答
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
ミ
サ
イ
ル

発
射
時
に
は
、
頑
丈
な
家
、
窓
か
ら
離
れ

た
場
所
に
逃
げ
る
、
地
面
に
伏
せ
る
と
い

う
情
報
を
流
し
て
い
る
。

　

防
災
に
対
し
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

住

宅

支

援

Ｐ
Ｒ
に
な
る
の
で
は

問
　
町
内
企
業
で
勤
務
す
る
町
外
従
業
員
に

対
し
、
住
宅
支
援
が
あ
る
こ
と
は
、
Ｐ
Ｒ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

余
り
し
て
い
な
い

山
下
町
長

答
　

従
業
員
の
住
宅
支
援
に
つ
い
て
、
企
業

へ
行
政
か
ら
と
い
う
こ
と
は
余
り
し
て
い

な
い
。

心
が
け
て
い
き
た
い

桑
本
課
長

答
　

町
内
の
企
業
、
事
業
所
を
訪
問
す
る
際

に
、
従
業
員
が
遠
く
か
ら
通
っ
て
い
る
話

を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

　

町
内
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
話
を
聞

い
た
ら
施
策
も
あ
る
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

ま
だ
、
移
住
さ
れ
た
と
い
う
報
告
は
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
も
心
が
け
て
い
き
た
い
。

　
　問

語堂　正範 議員

問 自主防災組織連絡協議
会の設置は

答 必要と思っている
山下町長

琴浦町HP（ホームページ）
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町 民 の 声

あ
と

　 

が
き

「
船
上
小
学
校
生
徒
の
芋
植
え
」（
６
月
14
日
）

�

（
撮
影
／
語
堂
正
範
）

表
紙
写
真

「
高
齢
者
組
織
役
員
の
立
場
か
ら
」

　

退
職
後
、
67
歳
よ
り
高
齢
者
ク

ラ
ブ
に
加
入
し
て
、
10
年
に
な
り

ま
す
。

　

赤
碕
き
づ
な
第
２
会
（
高
齢
者

ク
ラ
ブ
）
に
入
り
、
先
輩
方
よ
り

色
々
な
高
齢
者
の
現
状
を
聞
き
感

心
を
も
ち
ま
し
た
。
最
初
は
監
事

よ
り
、
き
づ
な
会
総
会
時
に
会
計

を
指
名
さ
れ
、
何
か
と
心
配
・
不

安
な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
数
年

の
事
業
が
詳
細
に
わ
か
り
、
高
齢

者
と
し
て
、
他
地
区
の
会
員
の
皆

さ
ん
と
交
流
を
す
る
こ
と
が
出
来

き
ま
し
た
。

　

新
し
い
会
員
も
多
く
な
り
、
協

議
も
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
き
づ
な
会
長
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
役
員
、
町
遺

族
会
連
合
会
役
員
、
町
高
齢
者
ク

ラ
ブ
役
員
、
を
務
め
て
い
ま
す
。

何
か
と
高
齢
者
活
動
に
協
力
で
き

て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
碕
き
づ
な
会
の
高
齢
者
の
方

と
行
う
「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」

「
研
修
旅
行
」
等
は
最
高
で
す
。

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
の
協
力

に
よ
り
、
各
事
業
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

光本　祥治さん

「
押
し
絵
雛
と
と
も
に
」

　

江
戸
後
期
、
武
家
の
奥
方
や
大

奥
の
女
中
達
の
間
で
流
行
し
て
い

た
手
芸
が
押
し
絵
雛
。
こ
れ
を
商

人
が
全
国
各
地
に
売
り
歩
き
、
土

雛
と
共
に
庶
民
の
雛
祭
り
に
飾
ら

れ
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
明
治
後
期
か
ら
は
座
雛
が

出
回
る
様
に
な
り
大
正
後
期
に
は

押
し
絵
雛
を
作
る
人
が
い
な
く
な

り
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

中
国
地
方
で
は
農
閑
期
に
手
の
器

用
な
女
性
が
作
っ
て
３
月
の
雛
の

市
で
売
り
、
初
節
句
の
お
祝
い
に

送
る
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
押
し
絵
雛
が
我
が
家
に

は
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
80
数
年
前
の
物
で
す
。
厚
紙

の
上
に
綿
と
布
で
作
っ
た
人
形
は

湿
気
や
害
虫
に
弱
く
保
存
が
難
し

く
、
残
し
て
い
る
家
庭
が
少
な
い

の
で
今
で
は
貴
重
な
お
雛
様
と
し

て
雛
の
節
句
に
は
座
雛
と
共
に
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

８
年
前
、河
本
家
の
五
節
句
に
、

う
ち
の
雛
の
節
句
を
飾
り
一
般
公

開
を
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
翌

年
か
ら
我
が
家
で
も
一
般
公
開
を

始
め
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
友

人
知
人
に
声
を
掛
け
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
若
か
り
し
頃
を
思
い
出

し
、心
和
ま
せ
、「
ま
た
来
年
も
ネ
」

と
交
わ
し
た
言
葉
に
元
気
を
も
ら

い
、
年
々
口
コ
ミ
で
ひ
ろ
が
り
半

月
の
公
開
に
千
人
近
い
人
が
来
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
心
が
落
ち
着
い
て
良
か
っ
た
」

「
元
気
で
来
年
も
来
ま
す
」
と
言

う
声
を
聞
き
私
達
家
族
も
元
気
を

貰
い
な
が
ら
来
年
を
楽
し
み
に
過

ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岸本　貞治さん

　

６
月
議
会
の
報
告
と
な
る
「
議
会

だ
よ
り
」
を
お
届
け
す
る
頃
は
、
夏

本
番
を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
お
体
に
は
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

今
議
会
で
条
例
の
見
直
し
の
必
要

か
ら
議
会
基
本
条
例
調
査
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
議
会
の
基
本
原
則

や
、
議
会
報
告
会
な
ど
の
開
催
が
明

記
し
て
あ
り
、
皆
様
の
声
を
議
会
へ

反
映
さ
せ
る
重
要
な
も
の
で
す
。
よ

り
議
会
が
町
民
の
負
託
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
な
も
の
に
な
る
事
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
躍
動
感
の
あ
る
も

の
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
大
平
高
志
）　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
　

語
堂　

正
範

�

副
委
員
長　

大
平　

高
志

�

委
員　
　
　

青
亀　

壽
宏

�

委
員　
　
　

高
塚　
　

勝

�

委
員　
　
　

桑
本　

賢
治

�

委
員　
　
　

澤
田　

豊
秋


	CW6_T7091A01_表紙
	CW6_T7091D02_反対賛成
	CW6_T7091D04_委員会の活動
	CW6_T7091D06_一般質問
	CW6_T7091D16_町民の声・あとがき

